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2 ）対 象 者



















































価尺度 ― 看護学実習用 ― の各項目に対し， 5 段階リッカ
ート法にて回答を求めた．
　学習活動自己評価尺度 ― 看護学実習用 ―（Scale of 






































































算出した．結果，質問全体：.94，第 1 因子：.74，第 2 因
子：.87，第 3 因子：.69，第 4 因子：.84，第 5 因子：.85，




























ール）および実習施設との関係を検討するために， 1 ～ 4
クールを初期（Ｎ＝84）， 5 ～ 8 クールを中期（Ｎ＝93），




































































抽出された因子 学習活動自己評価尺度33項目 因子負荷量 因子寄与率（％）




1 . 講義で使った教科書やノ－ト・プリントを実際の看護に活かしている .729
2 . 講義・演習・実習で学んだことをクライエントの関わりに活かしている .670
3 . 病棟やクライエントの情報を１日の行動計画の立案に活かしている .560
4 . 初めての援助を提供する前には演習の資料などを用いて確認している .464
5 . 答えられなかった質問は調べて次の援助に活かしている .514




6 . クライエントのことをより深く理解するために話に耳を傾けている .552
7 . クライエントの生活上の制限を少しでも理解しようと努めている .593
8 . クライエントが快適に入院生活を送っているかどうかを詳細に観察している .714





































































3 ）精神看護学実習中の中間評価（実習開始 1 週間後）と
最終評価（実習終了時）との比較

























































表 2 　実習 1 週間後と実習終了時の下位尺度別の学習活動自己評価と実習経過および実習施設別との二元配置の分散分析結果（Ｎ＝223）
経過 実習初期 実習中期 実習後期 交互
作用学習活動自己評価下位尺度 大学病院 精神科病院 大学病院 精神科病院 大学病院 精神科病院
（実習 1 週間後） M SD M SD M SD M SD M SD M SD F
Ⅰ 経験したことや学んだことを活かしながら，実習目標の達
成を目ざす行動
18.75 2.56 16.92 3.60 17.80 2.75 16.98 2.80 18.94 1.92 17.39 3.53
Ⅱ クライエントの持つ問題を解決するために熱心に取り組む
行動
20.44 2.37 18.31 3.66 19.14 2.54 19.16 3.37 21.28 2.24 18.04 3.35 4.76**
Ⅲ 学習の機会をうかがい，それをつかもうとする行動 20.17 2.94 18.66 3.39 19.11 2.73 18.26 3.09 20.56 1.94 17.60 2.75
Ⅳ 他の人の技術や態度から模範を見出し，取り入れようとす
る行動
18.28 3.41 17.60 3.35 17.97 2.54 17.59 3.52 17.67 2.32 17.79 2.40
Ⅴ 状況に応じて学習する立場と援助する立場を切り替える行動 21.39 2.82 19.88 3.19 19.37 3.53 19.62 3.15 20.00 2.97 19.68 3.19
Ⅵ 未熟さを自覚して，必要な時に助けを求める行動 20.06 2.66 18.85 3.97 18.74 2.58 18.78 3.96 19.83 2.72 17.89 3.38




20.47 2.11 18.65 3.49 19.14 2.69 19.60 2.84 20.78 2.31 19.32 2.95 3.76*
Ⅱ クライエントの持つ問題を解決するために熱心に取り組む
行動
21.69 2.50 20.54 3.16 20.91 2.80 20.86 2.79 22.39 2.00 21.21 2.50
Ⅲ 学習の機会をうかがい，それをつかもうとする行動 21.44 2.67 20.54 3.13 20.74 2.62 20.07 2.72 21.67 1.97 20.68 2.46
Ⅳ 他の人の技術や態度から模範を見出し，取り入れようとす
る行動
19.81 2.80 19.63 3.58 19.49 2.68 19.71 3.39 19.67 2.44 19.89 3.53
Ⅴ 状況に応じて学習する立場と援助する立場を切り替える行動 21.64 2.35 21.02 3.36 19.37 3.42 20.79 3.03 21.89 2.56 21.04 2.75 3.23*
Ⅵ未熟さを自覚して，必要な時に助けを求める行動 21.00 2.56 20.21 3.66 19.63 2.55 20.02 3.85 21.06 2.31 20.39 2.85
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